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Ⅰ肝㌘ 活動性、熱狂性を表し、多くのことを外界に求める傾向

BCO国 衝動性、反社会的な傾向

以上三羽抒，毛CO詞C拙も和1Scale

CO封 自分自身をコントロ桝フレする能力
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義一4 審判用TÅISに関する項目番号と因子分析結果 宅粥＝137）

項目番号 因子負荷塵
㌢Ⅰ ⅠⅠ ⅠⅠ王 Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

TAIS73 胤≡守幻 0廿087 叫Q．108 －0．159 －0．076 州0．154 山0．099 Q．743

‡AIS84 ≡≡≡凱三和90．179 肘0．275 0．020 仙0．186 －0．229 －0．21且 ¢．805

T舶S58 H蹴≡轟軸0．打67 叫0．226 0．023 －む．262 －0．239 血0．125 0．7（）1

耳鼻ISlO6 ミ胤朗宏 0．3媚 0．081－0．ユ壇7 血0．050 －0．121－0．317 0．695
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泰－5 審判用TÅISに関する項目番号と因子分析結果 岬＝208〉

．項日番号
因子負荷塵

‡

㌘Ⅰ ⅠⅠ 葺Ⅰ互 Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

TA9 ミ胤朗8 0．059 此8．308 州0．026 0．079 0．088 0．0鐘1 0．624

TA12 胤串蒙串 0．236 叩0．092 0．004 0‘186 0．249 Q．101 0．661

耳鼻15 ≡≡…凱…5那0．176 叫0．255 此0．168 0．127 0．226 0．090 0．672

晋舶7 ≡淑鶴＄ 0．269 0．015 －0．092 0．287 0．凄01仙8．007 0．668

TA3 ≡胤三5諾30．392 叫0．126 血8．029 0．162 0．120 0．218 0．697

T舶5 三≡鮎表白轟0．32凄
｝0．柑3 －0．153

0．260 0．152 0．134 0．706

TA2 ≡胤≡558 0．0舶
山0．284

0．002 0．207
叫0．038 血0．068

0．516

T舶1 三三鮎表5譲0－120
叶0．255 －0．033

0．240
－0．045

0．0冬7 0．585

T舶5 ※凱≡55遠
州日．168

り．205 0．405
－0．089

0．005
一日．136

0．637

TA32 ぎ‡銑鶴貸0．523
血8．109 叫0．036

0．116 0．232 彷．089 0．665

TA18 ≡胤題9達 0．179
叫¢．293

0．046 0．039 Q．260 0．295 0．582

TA舶 三三鮎朋岱0．378 叩0．169 －0．2媚 0や202 血0．033 り．036 0．626

耳鼻59 ≡胤那蓋 0．114 0．056 －0．363 仙0．023 叩0．101 0．068 Q．402

TAl ＃岱≡こ≡媚2叫0．069 0．297 0．2且9 0．233 0．063 －0．056 り．401

TA56 ≡≡蹴朋買0．206 叫0．007 山8．212 0．舶ユ ー0．且03 0．16埋 0．513

管見埋8
叫0．00埋 ≡胤恩伝8叫Q．225 叩0．822 0．3耶 0．082 0．0舶 0．564

TA20 肘0．2那 鴻去餌凍 り．222 0．071－0．134 0．¢50
－0，150

0．658

TA50 0．028 三胤朋8 叫0．308 州0．023 0．113 叩0．075 0．131 0．557

T舶6 0．耶2 三≦駄朗蒙－0．032 血0．022 0．067 0．154 0．121 0．■733

TA29
仙0．114 ※凱≡59丑り．062 0．102 叫0．046 仙9．且33 －0．057 0．516

TÅ22 0．431iH鮎5熊 山0．083 仙0．102 0．065 0．112 0．255 0．703

TA42
仙0．229 ※・凱≡5軸8．217 0．196 叫0．015 叫0．08凄 ¢．038 0．576

TA3？ 0√媚2 三胤5転操
叫¢．1ユ7叫0．109 －0．805

0．097 0．314 0．720

芋A38 巾0．舶7 ※由≡土舶速叫0．052 0．舶1 0．069 円0．219 0．123 0．508

T舶9 仙0．283 鴻三≡轟速表0や1且5 0ヰ21守 仙＄さ138 0．031－0．080 0．491

昔舶0 叫0．176 山0．151≡三胤≡紬晋0¢050 －0．121山0．038 叫0．115 0．6且1

TA68 ーむ．07凄－0．258
≦三胤舶崇＝78

仙0．236
0．056 0．002 0や569

写A23 0．026
叫¢．286

≡ミ胤≡5澤渾岱．218
－0．320

0．051－0．05凄 0．・527

TA43 －0．198 －0．226 ≡淑鶴表 0．290 －0．048 －0．251札08埋 0．624

TA36
叫○。339

0．05凌 ≡胤5あ≡50．045 仙0℡038 叫0．080 －0．129 0．494

TA30
叩0．157・胤097 …≡胤≡5趨崇0．142 0．072 州0．261 0．070 0．431

T舶4
叫0．287 叩0．19且 至ぎ駄鶴＄0．10且 0．01壇 州0．03且 －0．257 0．526

TA26
叫0¢181仙0．212 …胤舶動 0。266 0．086 －0．089 －0．130 0¢462

TÅ49 叫日．097 瑚．1¢9 0．094 袖潔串 －＝69 －0．1魂2 0．057 0．406

T旦53
血0．083 －0．且82

0．且86 三淵ご…那智－Q．098 0．0舶 ∬0．146 0．394

‡A21 0．017 0．089 0．266 ≡風車鮨仙0．098 血0．200 仙の．237 0．470

TA27■
叫0．188 －0。220

0申412 ≡胤≡那S
叩0．1931－0．273 －0．椚9 0．548・

写A51 ■0．839
叫0．088

0．394 ≡胤鶴譲榊0．253 椚0．012 叫0．0舶 0．475

TA52 Q．276 0．213
仙0．0舶 ＃幻≡こ≡趨軸0．3媚 0．127 0．151 Q．52壊

TA舶
叫0．193 叫0．36且 凱243 ≡≡与鞘≡ジ破き叩¢－325 叫0．09凌 －0．040

0．5椚

TÅ39 0．251 0．103 叫0．151仙0．112 胤朗9 0．186 0．082 0．媚5

晋A58 0．0壇2．0．355 瑚．068
叫0．1舶 ≡ぎ鮎毎占領仙0．101 0．096 0．434

T舶6
】Q．243 －0．185 0．354 0．276 斗鮎凄鮨 －0．072 －0．104 0．522

耳A24 り．舶4 0．210 －0．265 －0．1舶 ≡婁鮎魂由≡0．299 0．257 0．5？8

TA40 －0．208 仙0．0壌2 －0．0椚
0，406 斗鮎鶴凄

－0．247■
0．054 0．436

T旦33
叫0．265 0．073 0．293 0．357‡鶴加島 叫0．165 －0．076 0．426

TÅ34 0．015 ¢．299
仙Q．179 小0．048 0．073 ≡≡凱朗自0．316 OI355

TA4 州¢．16ユー0。00旦 0．137 Q．307 －0．061※凱三5舶
0．084 0．318

芋A28
叫0．020 仙0．026 0．且92 0．舶0 －0．1約‡鮎与由頚－0．086

0．、371

TA6 0．37壇 0．167 叫0．且凛2叫0．058 0．396 三胤舶3 仙0．07凄 0．326

耳鼻25
－0．07？山0．193 0．030 0．073】9．108 0．081搬舶譲 Q．345

写舶3
－0．118 －0．11領

0．147 0．157
－OIO32 仙0．110 ＃8≡三…638 0．345

寄与率（％）
35．205

8．531 6．557 5．595 凄．598 4．677 2．856 2．39
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義一8 及川TAISの各因子とイン訊0タター評価の相関

（封＝国際寿判員含む十緻審判員15名〉

1．性格 2．体力 3．競技規則の 4．任務の 5．規律と

解釈と通用 遂行能力 コン柑－きむ

鼠小甘良三S第ユ靖子0．659…氷 抄．368 0．舶2米 田．712州米 0．720…米

監一丁舶S第2因子 0．7Q2車米氷0．532氷 0仏壇59米

弘一TAIS第3因子 0．313 ¢．179 0．232

乱叫TÅIS第4射手 0．83且堆… 0．079 0．729州米

乱川丁朗S第5因子 0．697…＊ 0．422 ¢瀾2＊

0．720＊＊＊ 0．659施米＊

0．231 0．450米

0．801…耗 0．703氷川

¢．784…米 0．652桝米

※盈wT舶S第ユ因子「状溌判断能力」

R～TA王S第2因子「審判意欲」

監叫晋舶S希3杓子「体力」

R≠TAIS第4因子「仙欝性のあるテナー出ン柑｝砧」

兄叫TAIS第5因子「情報弘幸艶臣カ」

※＊ ：㌘＜0．1

＊＊：㌘＜0．05

＊＊＊：野＜0．01
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表－9 R－TAISの各因子とYG性格テ那各尺度の相関

く田＝国際審判員含む一級審判員15名）

Co Åg

第1因子 ¢．457車 0．496米 0．397 0．319 G．198 0．298 仰日．120 －り．527米耗血8．413 －0．345 －8．492耗 －り．379

第2因子 0．292 0．306 0．272 0．204 0．114 0．054 －0．235 －0．679米凍雑巾O．534施米－0．335 －0．472米 －0．336

築3因子 0．537斗米 0．2凄2 0．353 0．376 0．161 0．142 0．194 －0．251 －0．301 －0．406 10．434 －0．352

第4因子 0．317 0．398 0．37凄 0．212 0．038 0．287 －0．241 －0．6媚…米－0．壇97米 一日．161 －0．586…－0．526…

第5因子 0．385 日．427 8．286 0．224 0．207 0．290
－0．855 叫0．585米堆【0．425 －0．186 －0．402 －0．282
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資料州1

江川の集中力を増加・発揮するための工夫

江川4）古ま、集中力を増加・発揮するための工夫として次のように述べている。
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資料2（a）

TA工 S回答用紙

検 査 年 月 日 平成 年 月 日

生 年 月 日 昭和 年 月 日生

年 齢 歳 か月 男・女

氏 名 所属

クラブ名（ポジション）

競 技 年 数

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ
る

1□□□ロロ
2□ロロロロ

3ロロロロロ

4ロロロロロ
5ロロロロロ

6ロロロロロ

7ロロロロロ

8□ロロロロ
9ロロロロロ

10［］［コ［コロ［］

11ロロロロロ
12ロロロロロ

13ロロロロロ

14ロロロロロ

15□ロロロロ

16□ロロロロ
17ロロロロロ

18［］ロⅠコロⅠコ
19［］［］［］［コ［］

20□ロロロロ

21［］ロ［］ロロ

22□【コロロロ
23ロロロロロ

24ロロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ
る

25□□□□□
26ロロロエロ

27ロ［］ロ［〕□

28ロⅠコ⊂】［］□

29□ロロロロ
30□⊂ⅠⅠコロロ

31［］［コlコロ［］

32□［］ロロ［］

331コ［コロロロ
34ロロロロロ

35ロロロロロ

36ロロロロロ

37□ロロロロ

3aロロロロロ

39□【コロロ［］

40ロロロロ［コ
41［］□Dロロ

42□ロロロロ

43ロロロロロ

44［］［〕ロロロ
45ロロロロロ

46□ロロロロ
47［］［］［コロ【コ

48□ロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ
る

49□［コロ壬コロ

50ロロロロロ

51［］□［］［］口

52□□‡コロロ

53［コロロロロ
54□ロロロロ

55□□［］□□

56ロ［］□□□

57口ロロロロ
58□ロロロロ

59ロロlコ［］ロ

60ロ［コ［］ロロ

61ロロロロロ
62［コロロロD

63⊂】［］lコ［］［］

64ロロ【コロロ
65ロDロロロ

66□□□□□

67ロロロロロ

68［］D口□□
69□□□□□

70ロロ【コロロ

71ロロ［］［］□
72□［コ［］□［］

次の項目は、あなたがどのように思うかにつ

いて書いてあります。各項目をよく読んで、そ
のように思うことが「ぜんぜんない」、「めっ
たにない」、「ときどきある」、「ひんばんに

ある」、「つねにある」かを決めて下さい。そ
して、下記の各項目の該当するところにγ印を

つけて下さい。正しい答も誤った答えもありま
せん。乙ほつの項目にあまり時間をかけないよ
うにして下さい。

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ
る

73ロロロロロ
74ロロロロロ

75ロロロロロ

76□□□□□

77ロロ江口［］
78ロロロロロ

79ロロロロロ

80ロ⊂”コロ［］

81□⊂コロロロ

82［］□□ロロ
83□□□□□

84ロロロロロ

85ロロロロロ
86ロロロ［］ロ

87ロロ［コロロ

88ロロロロロ

89ロDロロロ
90ロロロロロ

91□ロロロロ

92□□□ロロ

93ロロロロロ
94□ロロロロ

95□□ロロロ

96ロロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ
る

97□□□□□
98ロロロロロ

99口ロロロロ

100［］［コロロロ

101ロロ［コロロ
102ロロロロロ

103ロロロロロ

104［コロ［］□□

105ロロロロlコ
106ロ［］［コロロ

107ロロロロロ

108ロロロロロ

109［コロロロロ

110ロ［］ロロロ
111ロロロロロ

112［コロロロロ

113［コロロロロ

114□［］ロロロ
115□□ロロロ

116□［］ロロロ

117ロ［コ［コロロ
118□［］‡コロロ

119ロロロロロ

120ロロ［コロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ
る

121［コロロロロ
122［コロロロロ

123ロロロロロ

124【コロ［］［コロ

125ロロロロロ
126ロロロロロ

127□ロロロロ

128□□□［コロ

129ロ［コロロ［コ

130亡］ロロロ［］
131ロロロロロ

132ロロロロロ

133□□ロロロ

134ロロロロロ
135□［コロロロ

136［］ロロロロ

137ロロロロロ

138ロロロロロ
139□Ⅰコロロロ

140ロロロロロ

141ロロロロロ

142ロロロロロ
143ロ［］口□□

144［］□□□□
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資料－2（e）
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1

休む暇なく活動する。

在学中、授業をさぼったことがある。

警察のお世話になるような行動をしたことがある。

いさぎよく負けることができない。



資料3（a）

TA工 S回答用紙

生 年 月 日 昭和 年 月 日生

年 齢 歳

氏 名

会社名・学校名

サ ッ カ ー歴 年

ポジシ ョ ン

審 判 歴 年

公式戦審判回数 約 回

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ
ななあにる

いいるあ
る

1口□□ロロ

2［コロロロロ

3ロロロロロ
4□□□ロロ

5ロロロロロ

6□□ロロロ

7ロロロロロ
8□ロロロロ

9□ロロロロ

10ロロロロロ
11□□ロロロ

12ロロロロロ

13口□□□□

14ロロロロロ
15□ロロロロ

16ロロロロロ

17⊂】［コロロロ

18ロロロロロ
19口ロロロロ

20□ロロロロ

21ロロロロロ

22ロロロロロ
23ロロロロロ

24ロロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ
ななあにる

いいるあ
る

25□□ロロロ

26ロロロロロ

27□ロロロロ
28□□ロロロ

29ロロロロロ

30口□□□□

31ロロロロロ
32ロロロロロ

33⊂〕ロロロロ

34ロロロロロ
35ロロロロロ

36ロロロロロ

37ロロロロロ

38［］ロロロロ
39ロロロロロ

40□□ロロロ

41□ロロロロ

42［コロロロロ

43□ロロロロ
44⊂〕ロロロロ

45□ロロロロ

46ロロロロロ
47ロロロロロ

48［］□ロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ
ななあにる

いいるあ
る

49ロロロロロ

50［］□□□□
51ロロロロロ

52ロロロロロ

53ロロロロロ
54［］□□ロロ

55口ロロロロ

56□ロロロロ

57ロロロ［］口
58ロロロロロ

59□□□ロロ

60ロロロロロ

61［コロロロロ

62ロロロロロ
63□ロロロロ

64ロロロロロ

65ロロロロロ

66ロロロロロ

67ロロロロロ
68ロロロロロ

69ロロロロロ

70ロロロロロ
71ロロロロロ

72DHロロロ

次の項目は、あなたがどのように思うかについて書いてあ

ります。各項目をよく読んで、そのように思うことが「ぜん
ぜんない」、「めったにない」、「ときどきある」、「ひん

ばんにある」、「つねにある」かを決めてください。そして

、下記の項目の該当するところにγ印をつけて下さい。正し
い答も誤った答えもありません。ひとつの項目にあまり時間
をかけないようにして下さい。

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ
ななあにる

いいるあ
る

73□□ロロロ
74ロロロロロ

75ロロロロロ

76ロロロロロ

77ロロロロロ
78ロロロロロ

79口ロロロロ

80ロロロロロ

81□□ロロロ
82⊂】［］□□□

83ロロロロロ

84［］ロロロロ

85口ロロロロ

86□□□□□
87［コロロロロ

88ロロロロロ

89ロロロロロ

90［コロロロロ

91ロロロロロ
92ロロロロロ

93［］□ロロロ

94ロロロロロ
95ロロロロロ

96口ロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ
ななあにる

いいるあ
る

97［コロロロロ

98ロロロロロ

99ロロロロロ

100□ロロロロ

101口ロロロロ
102［コロロロロ

103ロロロロロ

104ロロロロロ

105□□□ロロ
106ロロロロロ

107ロロロロロ

108［］ロロロロ

109ロロロロロ

110ロロロロロ
111ロロロロロ

112ロロロロロ

113ロロロロロ

114ロロロロロ

115ロロロロロ
116ロロロロロ

117⊂〕ロロロロ

118［］口□□□

119□□□ロロ

120ロロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね
ぜたどばに

んにきんあ
ななあにる

いいるあ
る

121ロロロロロ

122ロロロロロ

123□［］□ロロ

124□□□□□
125［コロロロロ

126［コロロロロ

127［コロロロロ

128［］ロロロロ

129ロロロロロ
130口ロロロロ

131ロロロロロ
132口□□ロロ

133ロロロロロ

134ロロロロロ
135ロロロロロ

136ロロロロロ

137ロロロロロ

138ロロロロロ

139ロロロロロ
140□□ロロロ

141［］ロロロロ

142口□〔コロロ

143ロロロロロ

144⊂】ロロロロ
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R叩 TÅIS問題用紙 資料－3くb）

物事を考えるときに、山鹿に山つのことしか考えない。

ア打バンテ巾ジをとる場合、プレ㌦オンの合図（ジェスチャ州と声）をしな
いことがある。

ボ山フレに背を向けて、起こりうることから目を離してしまうことがある。
判定の内容を言葉で説明することがある。
線審に、合図を了解したことをうまく知らせる。
試合中に興奮してしまう。
試合開始そうそう、チ叩ムの特徴をつかみ、それにあわせたポジションを取

つている。
なにかあやしさを感じたら線審のほうへ目を転ずるという習慣をつけている。
ゲームをコントロ｝フレできないことがある0

色々のことが次々と頭に浮かぶために、審判だけに集中することができない。
オフせイ幹の判定は、プレ仰がどのような形で展開されているのかを考えな
がらできるQ

必要なとき、プレ吋ヤ岬を自分の方へ呼ばずに、自分の方から近ずく。
警告、退場を発するとき、そのプレ山ヤ仰のすそ近くにすばやく走りよる。
オフサイ 抒の判定の時、送られたボ榊フレとその選手との位置関係を考える余
裕がない。

19 普段何事も考えずに、ただぼんやりとものを見つめながら時間を費やすこと
ができる。
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オフサイ 拝の判定について、線審と具体的かつ詳細な打ち合せをしないQ

コⅣナ巾キックの時、ボ叫フレから目を離さない。
その場に応じた饉のふきかたをする。
練審を行うときは、オフサイ紆に閑し、精神を集中しつづけることができる。

バントキックの時、ヘデイングの競り合いが予想される地点の横から監視で
きる。

競技場の確から瑞まで十分に動けない。

適切に手のシグナノレを使うことができない。
試合の中断の後、早く試合を再開できる。
審判の時、プレ叫ヤ仰の立場や気持は深く考えない。

反則をとった後、方向をすばやく示せないことがある。
変化と強弱をつ柑て慣で語りかけている。

やじられると、平常心を失うことがある。
私の考える内容は、身近な事や人々の事に限られている。
反則の筒を吹いた後、早く次のポジションに移動できないことがある。
ゲームコントロ柵Jレのため、判定を厳しくする。
審判評価に対しては素直に受け入れられないことがある。
判定に自信がないことがある。

ベンチやゴーフレのうしろに目をやる余裕がある。
上級の審判員に、進んで自己の審判の評価について提言を求めている。
反則を東ねる選手を必要以上に意識する。
競技終了後、試合中うまくコントロ小プレできなかった部分をすやに思い出せ
る。

人よりも興味の幅が広い。
競技場の入退場の時、スマ岬トで自信あるようにふるまっている。
競技場、用具の点検をわすれることがある。

アドバンテ山ジを考え、一欝性のある判定をしている。
プレ叫ヤ仙が骨折をして、ボ叫フレがデッ幹にならない場合には、ボープレが中
盤にある時に試合を止める。

フリ榊キ、ソクの際、キックを防寒するような行為は即座に警告を与えている。
審判への意欲が低い。

あれこれ考えすぎて、結局焦点の定まらない中途半端な審判をしてしまう。
プレ榊ヤ小に時間かせぎをされることがある。

ボ｝フレがハ巾フウェイラインより前方にけられた瞬間にストップウォッチを
始動する。
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資料叫3（c）

フレ叫フレを的確に適用するために、あらゆる試合を審判の立場から見たり、優
れた審判を見たりしている。
試合中、運動量をセ山ブすることがある。
試合中、集中力が落ちることがある。
主審の時、線審と協力し広いフイ｝フレ抒全体を合理的に見ている。
人よりも興味の帽が狭い。
得点の判定を、ゴ岬フレの遠い位置で行う。

小つの考えや感情にとらわれてミスをしてしまう。
祝のプレーが読めないことがある。
例えば、音楽を聞くことなどによって、審判についてのわずらわしい事を忘
れるニヒができる。

兢技終ア後、細部にわたっては反省しない。
線審とうまく協力できなも1ニとがある0
任務遂行以外のことでプレ山ヤ仰に話しをすることがある。
注意の集中はしやすいが、その範囲をま狭い。

ア田バンテージの適用は、深く考えず行うようにしている。
筒の吹き方を、十分に研究、練習している。
観客、ベンチ、プレ｝ヤ巾のアピ岬フレに惑わされ、自主的に判定をくだせな

いことがある。

生病態度や行動の立派な甘ッカ叫人と言われる。

アウトオブプレ柵の時間を少なくするように試合を進行している。
ボ岬ノレの小さな動きや、両チ｝ムの選手の動きにすばやく反応できる。

スローイン、ゴーjレキック、コーナ…キックを行うべきかの最終的合図は、
線審にまかせる。

オフサイ拝の判定は、そのポジションにいる選手が何をしようとしているの
かを考えて判定している。
線審を行うとき、クツテラインと直角のラインを間違えることがある。

プレーが主審ヒ1人の線審との間で行われるような位置がとれない。
選手の信頼感を失うような、あやふやな態度をしてしまうことがある。
線審にしか確認できない反則をア幹バンテ岬ジにしたことがある。

ア抒バンテ叫ジを的確に適用するた故に、あらゆる試合を審判の立場から見
たり、優れた審判を見たりしている。
プレ仰の進．展する方向を沸騰することがある。
線審の時、今村を山番すべきなのかを判断できないことがある。
反則かどうか疑わしいプレ岬に対しても、反則を取る。

コ㌦ナの四分の一円の確から、10ヤ叫拝離れたゴーフレラインの外のマ洲クを
確認しないことがある。

jレ｝沖に合わせた客観杓な判断をくだすことができる。
中盤でのア抒パンチ岬ジの適用にあたっては、フリ巾キックたの得失を判断
しているの

ラインの判定は全部線蕃にまかせる。
口に饉をくわえるまでの時間にア抒バンテージを判断できる。
故意のハン打と故意でないハン抒のちがいを区別できない。
警告に価する行為があつたが、ア抒バンテージを適用した場合、後でそのプ

レ｝ヤ叩に警告を与えることをわすれる。
線審の時、ついゲ｝ムに気を取られることがある。
試合開始前に十分準備運動をしないことがある。

はっきりと反則を見極められる位置に動けないことがある。
得点をあげたチ州ムの選手が集まって、祝福しあっていることがあるが、早
くキックオフのために自縛にもどすことができる。
試合申、線審と、事あるごとに目と目を合わせている。
自信過剰になることがある。
周囲に気をとられて試合に集中できないことがある¢

弱々しいジェスチャ叫をする¢
選手のメむ理状態を読みながら行動している。
簡の便翔が効果的でない。
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資料－3（d）

プレーヤ…や観客が納得する審判をしている。
対角線式審判法をうまく利用できないことがある。

規則正しい生清で体調を整えている。
プレ山ヤ伽を直視して反則を宣告しないことがある。
不安になったりいらいらしてくると、注意が行き届かなくなって、集中でき
なくなったり太宰なことを見落としてしまう。
判定に対する不服に、警告を宣告しないことがある。
試合中、慣を吹く回数をできるだけ少なくしている。
今聞いている薔楽から、特定の声や楽器の酋だけを聞き分けることができる。
怪我人を処置する為に医師の入場を許可した場合、再開を急やようにしてい
る。

反則と同時に判定できない。
体力強化の時間をつ〈るようにしている。
プレ桝から視線をそらしてしまうことがある。
試合の時は、試合以外のことが一切気にならない。
試合に臨む時、気の速いがある。
プレ仰がペナノレティ榊エリアに近づいたとき、特に敏速になる。
警告、退場の基準がどんな試合でも同じである。
あるチ仰ムや特定の選手に対して、先入観や偏見を持ってしまう。

フレ岬ノレを研究していない。
ゴ叫フレ付近にむ1るチ叫ム関係者や観客が気になることがある。
試合開始間際に会場に到着することがある。
試合申、失敗を恐れ、ア㌍バンテ榊ジを積極杓にとれなも1ことがある¢

ゲ岬ムの進行に夢中になりすぎて、治療のために外へ出た選手を忘れてしま
うことがある。

コ岬ナ岬キックの際、ゴ叫プレ前での競り合いが見やすい位置を取っている⑬

一生懸命やっている姿が選手やコ肘チにつたわる。
オ｝バ岬アクションになることがある。

一つの事だけに注意を集中して考え続けることができる。
主審に責任のある判定の場合は、線審を確認しない。
頭をぶつけた場合などは、ボ仰フレがゴ仰プレ近くにある場合をのぞいて、ゲ叫
ムを止める。

動き続けることができないことがある。
自分自身の感情をコントロ山プレできないことがある。
ゲ｝ムに関心をもっていないと見られるような行為をしてしまう。
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資料4（a）

R－TA 工 S回答用紙

氏 名

年 齢 歳 所属 郡・遭・府・県

審判歴 淘際試合

（線審含む）日本リーグ⊥那

日本リーグニ部

日本協会主催の大学公式戦

その他

※記憶のあるものだけで結構です。

約
約
約
約
約
約

謝
謝
艶
謝
馳
謝

ぜめとひつ

んっきんね

ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ

る

1口□□□□

2ロロロロロ

3□ロロロロ

4□ロロロロ

5［コロロロロ

6ロロロロロ

7□ロロロロ

8ロロロロロ

9［］ロロロロ

10ロロロロロ

11［コロロロロ

12□□ロロロ

13ロロロロロ

14ロロロロロ

15［］□ロロロ

ぜめとひつ

んっきんね

ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ

る

16［］□□□□

17□⊂〕□ロロ

18ロロロロロ

19［］口ロロロ

20［］〔コロロロ

21ロロロロロ

22ロロロロロ

23ロロロロロ

24ロロロロロ

25ロロロロロ

26ロロロロロ

27ロロロロロ

28□ロロロロ

29□□□ロロ

30ロロロロロ

≪注意事項≫

次の項目は、あなたがどのように思うかにつ

いて書いてあります。各項目をよく読んで、そ

のように思うことが「ぜんぜんない」、「めっ

たにない」、「ときどきある」、「ひんばんに

ある」、「つねにある」かを決めて下さい。そ

して、下記の各項目の該当するところにγ印を

つけて下さい。正しい答も誤った答えもありま
せん。ひとつの項目にあまり時間をかけないよ

うにして下さい。

ぜめとひつ

んっきんね

ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ

る

31口ロロロロ

32［コロロロロ

33ロロロロロ

34ロロロロロ

35［コロロロロ

36ロロロロロ

37ロロロロロ

38□ロロロロ

39［］ロロロロ

40［］□□□□

41ロロロロロ

42ロロロロロ

43ロロロロロ

44□□□□□

45ロロロロロ

ぜめとひつ

んっきんね

ぜたどばに

んにきんあ

ななあにる

いいるあ

る

46ロロロロロ

47□ロロロロ

48口□□ロロ

49ロロロロロ

50ロロロロロ

51ロロロロロ

52□□□□□

53□□□ロロ

54ロロロロロ

55口ロロロロ

56［］ロロロロ

57ロロロロロ

58ロロロロロ

59ロロロロロ

60ロロロロロ
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資料巾4（b）

R
叫 T A 工 S 閏腰用紙

ア声バンテ山ジをとる場合プレ岬オンの食料（ジェスチャーと声）をしないこ

とがある．

線審に、合図を了解したことをうまく知らせる。

試合開始そうそう、チ山ムの特徴をつかみ、それにあわせたポジションを取

つている。
ゲ肘ムをコント田仰Jレできないことがある。

色々のことが次々と頭に浮かぶために、審判だけに集中することができない。

オフ甘イ 抒の判定を孟、プレ仰がどのような形で展開されているのかを考えな

がらできる。

オフサイドの判定について、線審と具体的かつ詳細な打ち合せをしない。

線審を行うときをま、オフサイ 抒に閑し、精神を集中しつづけることができる¢

バントキックの時、ヘデイングの競り合いが予想される地点の横から監視で

きる¢

競技場の確から璃まで十分に動けない。

試合の中断の後、早く試合を再開できる。

変化と強弱をつけて笛で語りかけている。

私の考える内容は、身近な事や人々の事に限られている0

反則の筒を吹いた後、早く次のポジションに移動できないことがある。

ベンチやゴ岬ノレのうしろに目をやる余裕がある。
上級の審判員に、進んで自己の審判の評価について提言を求めている。

競技終了後、試合中うまくコントロ叫フレできなかった部分をすやに思い出せ

る。

競技場の入退場の時、スマ岬トで自信あるようにふるまっている。

競技場、用兵の点検をわすれることがある。

審判への意欲が低い。

プレーヤ柵に時間かせぎをされることがある①

フレ岬Jレを的確に適用するために、あらゆる試合を審判の立場から見たり、優

れた審判を見たり している。

試合中、集中力が落ちることがある。

主審の時、線審と協力し広いフイ仰フレ抒全体を合理的に見ている¢

人よりも興味の帽が狭い。

得点の判定を、ゴープレの速い位置で行う。

山つの考えや感情にとらわれてミスをしてしまう。
祝のプレ岬が読めないことがある。

競技終了後、細部にわたっては反省しない。

線審とうまく協力できないことがある。

注意の集中はしやすいが、その範囲は狭い。

筒の吹き方を、十分に研究、練習しても1る。

観客、ベンチ、プレ岬ヤ仰のアピ…フレに惑わされ、自主的に判定をくだせな

む1ニとがある。

生活態度や行動の立派なサッカー人と言われる。

ボ肘プレのパ＼さな動きや、南チ仰ムの選手の動きにすばやく反応できる0

プレ｝が主審と1人の線審との間で行われるような位置がとれない。

ア紆バンテ｝ジを的確に適用するために、あらゆる試合を審判の立場から見
たり、優れた審判を見たりしている。

コ｝ナ伽キックの障、ゴ巾ル前での競り合いが見やすい位置を取っている。

フレ吋フレに合わせた客観的な判断をくだすことができる。



40

且

2

3

4

5

ハ
n
U

7

00

9

0

1

2

3
。
A
且

5

6

7

8

9

4
・
4
止

4

4

一理

4

一
鴇
ん
4
・
4
】

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

60

資料血4（c）

警告に価する行為があったが、ア抒バンテ山ジを適用した場合、後でそのプ

レ｝ヤ岬に警告を与えることをわすれる。

線審の時、ついゲ巾ムに気を取られることがある。

試合開始前に十分準備運動をしないことがある。

はっきりと反則を見極めら艶る位置に動けないことがある。

得点をあげたチ岬ムの選手が集まって、祝福しあっていることがあるが、早

くキックオフのために自縛にもどすことができる。

試合申、線審と、事あるごとに目と目を合わせている。

周囲に気をとられて試合に集中できないことがある。

選手の心理状態を読みながら行動している。

規則正しい生清で体調を整えている。

判定に対する不服に、警告を宣告しないことがある。

体力強化の時間をつくるようにしている。

プレーから視線をそらしてしまうことがある。

警告、退場の基準がどんな試合でも同じである。

あるチームや特定の選手に対して、先入観や儲見を持ってしまう。

施岬フレを研究していない。

試合中、失敗を恐れ、ア抒パンチ榊ジを積極的にとれないことがある¢

コ岬ナの四身の一円の確から、18ヤー幹離れたゴ岬プレラインの外のマ…クを
確認しないことがある。

一生懸命やっている姿が選手やコ榊チにつたわる。

一つの事だけに注意を集中して考え続けることができる。
頭をぶつけた場合などは、ボ叫プレがゴ榊フレ近くにある場合をのぞいてゲ叫ム

を止める。

動き続けることができないことがある¢



R－TA工 S間腰一 回答月ヨ紙

氏 名

年 齢 歳

所 属 都．適．府．県

サッカー歴 年

ポジション G払 DF HF FW

審 判 歴 年

1紋取得年 昭和．平成 年

2抜取得年 昭和．平成 年

3級取得年 昭和．平成 年

つ
ね
に
あ
る
□
□
□
［
〕
□

ひ
ん
ば
ん
ほ
々
合
口
□
□
∩
〓
∪

と
き
ど
き
あ
る
□
□
□
［
］
□

め
っ
た
ほ
従
い
□
□
□
［
］
□

ぜ
ん
ぜ
ん
従
い
□
□
□
∩
〓
］

l一

2

3

▲「

5

l〔コ【コ【コ．1コロ

T【コ〔コ【コロロ

さ□□⊂】【コ⊂】

9□⊂】⊂】□⊂】

10【コロ⊂】⊂】⊂】

ll□【コ⊂】亡〕亡〕

12【コ1コ⊂】【コtコ

ぜめとひつ

葦責喜宴妄
柑［］□□【コ〔コ

14ロロロ【コロ

15⊂〕【コtコロ⊂〕

川口【コ〔コ【コlコ

lT⊂〕□【コロ【コ

l早口□□lコ〔コ

l争lコ【コロロlコ

20〔コロロ亡〕【コ

21□⊂】⊂】⊂】□

22〔コlコ⊂】〔コ⊂】

23⊂】⊂】〔コ〔コロ

21□【コ【コ【コロ

資料－5（a）

≪注意報≫

次の項目は、あなたがどのように思うか

かについて書いてあります．各項目をよく

読んで、そのように思うことが「ぜんぜん

ない」rめったにない」「ときどきある」

「ひんばんにあるJrつねにある」かを決

めて下さい．そして、下記の項目の該当す

るところに 印をつけて下さい．ひとつ

の項目にあまり時間をかけず、どんどん待

つて下さい．

ぜめとひつ

糾妄
25【コ⊂〕□□□

26⊂】⊂〕【コ［〕□

2T⊂】⊂〕【コ【コtコ

2さ【コtコ⊂】⊂】lコ

2争□【コロロ⊂】

30□□□□□

31m□□□

32□⊂】□□□

き3【コ［〕【コ【コ亡〕

31□ロロロロ
3S⊂】〔］□□亡】

36□⊂】□□□
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□
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資料｝5くb）

ア抒パンチ｝ジをとる場合、プレ｝オンの合封（ジェスチャ柵と声）をしな
いことがある。
警告、退場の基準がどんな試合でも同じである。
試合開始そうそう、チ｝ムの特徴をつかみ、それにあわせたポジションを取

つている。
Jレ岬ノレに合わせた客観的な判断をくだすことができる。
競技場の端から瑞まで十分に動けないの

試合の中断の後、早く試合を再開できる。
審判への意欲が低い¢
反則の筒を吹いた後、早く次のポジションに移動できないことがある。

ベンチやゴいJレのうしろに目をやる余裕がある。
上級の審判員に、選んで自己の審判の評価について提言を求めている。
競技場の入退場の時、スマ岬トで自信あるようにふるまっている。
競技場、用具の点検をわすれることがある。
プレ岬ヤーーに時間かせぎをされることがある。

プレープレを的確に通用するために、あらゆる試合を審判の立場から見たり、優
れた審判を見たりしている。
試合中、集中力が落ちることがある。
主審の時、線審と協力し広いフノず榊プレ抒全体を合理的に見ている。
得点の判定を、ゴ吋フレの速い位置で行う。

山つの考えや感情にとらわれてミスをしてしまう。
競技終了後、細部にわたっては反省しない。
線審とうまく協力できないことがある。
筒の吹き方を、十分に研究、練習している。
観客、ベンチ、プレ叫ヤ柵のアピ榊施に惑わされ、由主的に判定をくだせな

いことがある。

プレーが主審と1人の線審たの閤で行われるような位置がとれない。
線審に、合図を了解したことをうまく知らせる。

ア声バンテージを的確に適用するために、あらゆる試合を審判の立場から見
たり、優れた審判を見たりしている。
変化と強弱をつけて簡で語りかけている。

コ山ナの四身の一円の確から、10ヤ州打離れたゴ叫フレラインの外のマ叫クを
確認しなも＼ことがある。
警告に価する行為があったが、ア㌍プマンテ抑ジを適用した場合、後でそのプ

レ岬ヤ叫に警告を与えることをわすれる。
線審の時、つむ1ゲ岬ムに気を取られることがある。
試合開始前に十分準備運動をしないことがある。

をまっきりと反則を見極められる位置に動けないことがある。
得点をあげたチいムの選手が集まって、祝福しあっていることがあるが、早
くキックオフのために自陣にもどすことができる。
試合中、線審と、事あるごとに目と目を合わせている。
周囲に気をとられて試合に集中できないことがある。
選手の心理状態を読みながら行動している。
規則正しい生箔で体調を整えている。
判定に対する不服に、警告を宣告しないことがある。

体力強化の時間をつくるようにしている。
プレ州から視線をそらしてしまうことがある。
バントキックの時、ヘデイングの競り合いが予想される地点の横から監視で
きる。

あるチームや特定の選手に対して、先入観や儲見を持ってしまう。
試合中、失敗を恐れ、ア紆パンテ叫ジを積極的にとれないことがある¢

コ岬ナーキックの際、ゴ巾フレ前での競り合いが見やすい位置を取っている。

一つの事だけに注意を集中して考え続けることができる。
頭をぶつけた場合などは、ボーフレがゴ巾ノレ近くにある場合をのぞいて、ゲ榊
ムを止める。

動き続けることができないことがある。
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